
記
憶
の
か
た
ち

―
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
―

佐
藤
宏
之
＊

（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
三
日　

受
理
）

The form
ing of m

em
ory - The assassination of H

O
N

D
A

 M
asachika and 

the vengeance follow
ing it.
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H
iroyuki

要
約明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
、
金
沢
城
二
ノ
丸
殿
中
に
お
い
て
前
田
家
八

家
の
本
多
政
均
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
そ
の
三
年
後
、
本
多

家
家
中
は
仇
討
ち
を
果
た
す
。
こ
の
事
件
は
、
「
明
治
忠
臣
蔵
」
と
評
価
さ
れ

る
に
い
た
る
の
だ
が
、
な
ぜ
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
が
「
忠
臣
蔵
」
と

冠
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
所
以
は
な
に
か
。

本
稿
は
、
「
明
治
忠
臣
蔵
」
と
イ
メ
ー
ジ
づ
け
ら
れ
た
歴
史
像
を
「
歴
史
的

記
憶
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
形
成
過
程
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
は
、
数
年
後
に
は
実
録
物
に
仕
立
て
ら
れ
、

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
の
従
四
位
へ
の
追
贈
を
契
機
に
碑
石
・
銅
像

の
建
設
運
動
へ
と
展
開
し
、
そ
の
後
小
説
へ
と
流
れ
込
む
。
そ
の
過
程
に
お
い

て
、
こ
の
一
件
は
赤
穂
事
件
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
、
義
士
の
物
語
と
し
て
人
び

と
に
記
憶
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

：

本
多
政
均
、
仇
討
ち
、
赤
穂
事
件
、
歴
史
的
記
憶

＊ 　
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は
じ
め
に

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
、
加
賀
藩
前
田
家
年
寄
（
八
家
）
の
家
柄
で
、

当
時
執
政
と
し
て
藩
政
に
重
き
を
な
し
て
い
た
本
多
政
均
が
、
金
沢
城
二
ノ
丸

殿
中
に
お
い
て
山
辺
沖
太
郎
・
井
口
義
平
（
下
級
藩
士
）
の
手
に
よ
っ
て
刺
殺

さ
れ
る
。
享
年
三
一
歳
。
同
四
年
二
月
、
首
謀
者
で
あ
る
山
辺
・
井
口
は
切

腹
、
菅
野
輔
吉
は
禁
固
三
年
、
多
賀
賢
三
郎
・
岡
野
茂
・
岡
野
悌
五
郎
は
閉
門

七
〇
日
、
岡
野
外
亀
四
郎
・
松
原
乙
五
郎
・
石
黒
圭
三
郎
が
無
罪
に
処
せ
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
本
多
家
家
臣
は
同
五
年
に
暗
殺
に
関
わ
っ
た
人
物
（
岡
野
悌

五
郎
・
菅
野
輔
吉
・
多
賀
賢
三
郎
）
に
次
々
と
復
讐
を
果
た
す
。
こ
の
本
多
家

家
臣
は
同
一
一
月
四
日
に
切
腹
を
命
じ
ら
れ
る
。

　

ひ
と
た
び
事
件
が
起
こ
る
と
、
そ
の
事
件
の
記
録
化
・
物
語
化
が
始
ま
る
。

や
が
て
、
そ
れ
に
添
削
や
訂
正
が
加
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
伝
承
さ

れ
る
。
そ
れ
が
メ
デ
ィ
ア
（
演
劇
・
小
説
・
テ
レ
ビ
・
映
画
な
ど
）
に
よ
っ
て

再
編
・
整
理
が
繰
り
か
え
さ
れ
、
現
代
の
わ
た
し
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
歴
史

像
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
『
石
川
県
史
』
（
一
九
三
一
年
）
は
「
加
害
者
た
ち
は
、

専
ら
革
新
を
罪
悪
と
考
え
、
学
識
不
足
ゆ
え
に
天
下
の
趨
勢
を
認
識
で
き
ず
、

本
多
が
洋
風
を
鼓
吹
す
る
こ
と
に
反
発
し
凶
変
に
及
ん
だ
」
と
評
し
、
『
金
沢

市
史
』
（
通
史
編
二
・
近
世
、
二
〇
〇
五
年
）
は
「
佐
幕
的
な
行
動
を
と
り
続

け
な
が
ら
、
新
政
府
成
立
後
は
、
一
転
近
代
的
改
革
を
推
進
す
る
中
心
人
物
と

な
り
、
藩
政
を
重
き
を
な
し
て
い
た
本
多
に
対
し
て
は
不
満
や
反
感
を
も
つ
も

の
が
少
な
く
な
か
っ
た
」
、
「
こ
の
事
件
は
少
数
の
過
激
分
子
の
行
動
で
は
な
く
、

明
治
新
政
府
発
足
後
、
佐
幕
派
か
ら
改
革
派
へ
変
身
し
、
藩
政
に
重
き
を
な
し

て
い
た
本
多
と
、
彼
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
る
藩
政
改
革
に
不
満
を
持
つ
広

範
囲
な
人
々
を
後
ろ
盾
と
し
て
い
た
」
事
件
で
あ
る
が
、
「
山
辺
と
井
口
の
連

名
に
よ
る
口
上
書
に
記
さ
れ
た
本
多
の
主
な
罪
状
（
専
横
・
洋
風
・
奢
侈
）
は
、

裏
付
け
る
客
観
的
な
事
実
に
乏
し
く
、
そ
の
意
味
で
は
、
本
多
は
、
言
わ
れ
な

き
罪
状
を
冠
さ
れ
た
被
害
者
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
評
価
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
事
件
は
、
藩
政
改
革
を
進
め
る
革
新
派
と
保
守
派
に
よ
る
家
中

騒
動
の
結
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

や
が
て
こ
の
事
件
は
、
「
明
治
忠
臣
蔵
」
＊
１

と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
な
ぜ
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
が
「
忠
臣
蔵
」
と
冠
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
所
以
は
な
に
か
。

　

本
稿
で
は
、
「
明
治
忠
臣
蔵
」
と
イ
メ
ー
ジ
づ
け
ら
れ
た
歴
史
像
を
「
歴
史

的
記
憶
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
形
成
過
程
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
＊
２

。

一　

記
憶
の
か
た
ち
（
１
）
―
実
録
、
物
語
化
の
は
じ
ま
り
―

　

本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
は
、
暗
殺
事
件
の
四
年
後
、
仇
討
ち
の
翌
年

に
あ
た
る
明
治
六
年
に
山
口
戸
富
造
編
『
加
賀
近
江
三
所
ノ
仇
討
』
＊
３

（
金

沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
氏
家
文
庫
所
蔵
）
と
い
う
実
録
物
に
仕
立
て

ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
史
料
な
の
か
、
序
文
を
見
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　

  

加
賀
近
江
三
所
ノ
讐
討
序

昔
よ
り
敵
討
多
く
あ
れ
ど
、
其
初
め
人
に
殺
さ
る
る
人
も
、
少
志
の
お

ち
度
無
き
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
よ
り
、
人
に
殺
さ
る
れ
ば
、
其
子
・
其

臣
た
る
者
い
か
で
か
こ
れ
を
余
所
に
見
ん
や
、
己
れ
の
身
命
を
な
け
う
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ち
て
是
を
う
つ
な
り
、
元
禄
の
浅
野
侯
の
如
き
も
其
初
め
吉
良
の
悪
人

は
言
語
に
絶
す
と
い
へ
と
も
、
浅
野
候
も
短
慮
よ
り
し
て
時
所
ろ
を
憚

ら
ず
刃
傷
に
及
ふ
、
依
て
お
ふ
や
け
よ
り
死
を
た
ま
ひ
、
大
家
滅
亡
し
、

臣
下
み
な
浪
ろ
う
に
な
る
な
れ
は
、
吉
良
を
深
く
う
ら
み
て
、
つ
い
に

四
十
七
士
お
こ
り
て
吉
良
を
う
つ
は
人
よ
り
し
る
所
な
り
、
今
爰
に
本

多
従
五
位
政
均
殿
は
其
初
よ
り
善
事
を
尽
す
而
己
に
て
少
し
も
越
度
な

く
、
剰
へ
加
越
能
三
州
を
治
る
前
田
候
の
老
臣
の
一
人
に
し
て
、
其
こ

ろ
変
政
ノ
勤
労
、
実
に
察
す
へ
か
り
し
を
、
一
種
の
文
盲
輩
起
て　

官

の
改
革
も
察
せ
ず
、
隣
国
他
国
の
改
政
を
も
し
ら
す
、
本
多
殿
さ
へ
討

果
せ
ば
元
の
如
の
政
事
と
な
る
様
ニ
心
得
し
は
浅
猿
し
き
者
と
も
な
り
、

本
多
殿
の
御
最
後
の
御
怒
り
ハ
、
浅
野
候
に
競
て
は
万
倍
す
な
る
べ
し
、

其
時
に
家
中
の
面
々
の
心
中
は
何
と
有
る
そ
、
老
若
婦
女
子
と
い
へ
と

も
怒
り
に
た
へ
ず
、
敵
の
一
族
狩
り
絶
し
て
も
飽
き
足
ら
す
と
実
に
思

込
な
る
へ
し
、
し
か
る
に
遺
領
も
相
違
な
く
資
松
君
相
続
あ
る
と
時
勢

の
変
政
す
る
と
、
人
々
家
録
に
疵
の
付
か
さ
る
を
事
ひ
に
時
日
移
れ
は

心
緩
み
免
し
て
置
く
人
々
は
五
百
人
に
過
る
な
る
へ
し
、
御
最
期
の
事

を
察
し
や
り
許
し
難
き
を
免
さ
さ
る
は
此
拾
五
名
誠
に
金
鉄
の
武
士
な

れ
ハ
な
り
、
其
時
の
事
拾
ひ
集
て
加
賀
近
江
三
所
の
讐
討
と
名
付
に
な

ん
あ
り
け
る

　

明
治
七
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
直
忠
謹
書
＊
４

　

ま
ず
、
「
元
禄
の
浅
野
侯
の
如
き
」
と
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
江
戸

城
本
丸
大
廊
下
（
通
称
松
の
廊
下
）
に
お
い
て
吉
良
上
野
介
義
央
に
対
し
て
刃

傷
に
及
ん
だ
浅
野
内
匠
頭
長
矩
と
比
較
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
浅
野

は
「
短
慮
よ
り
し
て
時
所
ろ
を
憚
ら
ず
刃
傷
に
及
ふ
」
、
「
依
て
お
ふ
や
け
よ
り

死
を
た
ま
ひ
、
大
家
滅
亡
し
、
臣
下
み
な
浪
ろ
う
に
な
る
な
れ
は
、
吉
良
を
深

く
う
ら
み
て
、
つ
い
に
四
十
七
士
お
こ
り
て
吉
良
を
う
つ
は
人
よ
り
し
る
所
な

り
」
と
評
さ
れ
る
。
一
方
、
本
多
は
「
其
初
よ
り
善
事
を
尽
す
而
己
に
て
少
し

も
越
度
な
く
、
剰
へ
加
越
能
三
州
を
治
る
前
田
侯
の
老
臣
の
一
人
に
し
て
、
其

こ
ろ
変
政
ノ
勤
労
、
実
に
察
す
へ
か
り
し
を
、
一
種
の
文
盲
輩
起
て　

官
の
改

革
も
察
せ
ず
、
隣
国
他
国
の
改
政
を
も
し
ら
す
、
本
多
殿
さ
へ
討
果
せ
ば
元
の

如
の
政
事
と
な
る
様
ニ
心
得
し
は
浅
猿
し
き
者
と
も
な
り
」
と
評
さ
れ
る
。
浅

野
の
場
合
は
自
分
自
身
の
資
質
を
、
本
多
の
場
合
は
「
一
種
の
文
盲
輩
」
の
出

現
を
事
件
の
要
因
に
挙
げ
て
い
る
。

　

明
治
四
年
一
一
月
二
三
日
、
本
多
弥
一
、
富
田
総
、
鏑
木
勝
喜
知
、
吉
見
亥

三
郎
、
矢
野
策
平
、
西
村
熊
、
舟
喜
鉄
外
、
浅
井
弘
五
郎
、
廣
田
嘉
三
郎
、
湯

口
藤
九
郎
、
清
水
金
三
郎
、
芝
木
喜
内
、
藤
江
松
三
郎
、
上
田
一
二
三
、
嶋
田

伴
十
郎
の
連
名
に
よ
る
「
復
讐
趣
意
書
」
（
『
石
川
県
史
』
）
に
よ
る
と
、
こ
の

「
一
種
の
文
盲
輩
」
は
「
殊
に
殿
中
を
も
不
憚
、
暗
殺
の
振
舞
、
先
以
士
道
を

取
失
ひ
、
重
々
不
届
至
極
の
者
共
」
と
評
さ
れ
る
。
し
か
も
、
彼
ら
は
「
既
に

御
大
法
を
以
て
、
夫
々
刑
典
仰
出
候
間
、
願
之
筋
（
故
従
五
位
復
讎
の
義
）
御

聞
届
難
被
遊
」
と
、
す
で
に
法
に
よ
っ
て
判
決
が
下
っ
て
お
り
、
彼
ら
へ
の
復

讐
は
聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
「
若
此
上
粗
暴

の
挙
動
等
有
之
候
て
は
、
全
く
朝
命
違
背
に
相
当
、
知
事
公
は
勿
論
、
管
轄
罷

在
候
資
松
曁
於
後
見
、
奉
対
朝
廷
無
申
訳
次
第
に
付
、
不
得
止
厳
重
の
御
処
置

不
被
仰
付
て
は
不
相
済
、
自
然
右
様
の
場
合
に
立
至
候
て
は
、
知
事
公
の
御
職

掌
も
不
相
立
、
国
家
の
不
為
に
候
旨
被
仰
渡
」
と
、
仇
討
ち
と
い
う
「
粗
暴
の

挙
動
等
」
を
起
こ
し
て
は
「
朝
命
違
背
」
に
あ
た
り
、
知
事
や
本
多
資
松
（
本

多
政
均
長
男
。
政
均
死
後
、
五
歳
で
家
督
相
続
）
、
朝
廷
に
対
し
て
申
し
訳
が
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立
た
な
い
。
仇
討
ち
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
彼
ら
に
厳
重
の
処
罰
を
仰
せ
付
け

な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
知
事
の
職
掌
も
立
た

ず
、
国
家
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
故
従

五
位
末
期
の
遺
憾
の
心
底
難
忍
、
主
人
を
致
暗
殺
候
党
與
の
者
共
と
共
に
、
天

を
戴
き
罷
在
候
義
は
、
幾
重
に
も
難
仕
御
座
候
に
付
、
如
何
に
も
し
て
復
讐
を

遂
げ
、
聊
亡
主
の
寃
魂
を
慰
申
度
志
願
に
付
、
岡
野
悌
五
郎
（
菅
野
輔
吉
・
多

賀
賢
三
郎
）
を
相
果
し
申
候
、
私
共
死
後
御
見
分
の
御
方
宜
し
く
御
達
可
被
下

候
」
と
、
本
多
政
均
の
末
期
の
遺
憾
は
心
底
忍
び
が
た
く
、
な
ん
と
か
し
て
復

讐
を
遂
げ
、
亡
き
主
人
の
寃
魂
を
慰
め
た
い
と
の
心
持
ち
よ
り
、
岡
野
・
菅

野
・
多
賀
を
討
ち
果
た
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

明
治
五
年
三
月
、
石
川
県
庁
宛
に
出
さ
れ
た
本
多
弥
一
・
富
田
総
・
鏑
木
勝

喜
知
・
吉
見
亥
三
郎
の
口
供
書
で
は
、
「
私
共
実
に
私
情
難
止
処
よ
り
、
全
く

粗
忽
之
及
所
業
候
義
に
て
、
夫
々
御
察
当
之
上
は
、
不
図
も
朝
憲
に
悖
り
、
今

更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候
処
、
是
迄
之
通
、
御
詮
議
中
監
倉
江
被
入

置
候
旨
御
申
渡
、
奉
得
其
意
候
」
と
、
私
情
を
止
め
が
た
く
、
「
粗
忽
之
及
所

業
」
ん
だ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
金
沢
藩
士
の
戸
水
信
義
（
天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉
～
大
正
一
五
年

〈
一
九
二
六
〉
）
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
「
此
者
等
（
本
多
弥
一
と
同
意
の
者
）
は

度
々
の
集
会
は
外
聞
の
恐
れ
あ
る
と
の
考
に
て
義
人
録
、
烈
士
報
讐
録
、
回
天

史（
マ
マ
）詩

抔
の
輪
読
を
始
め
て
慷
慨
心
の
撓
ま
ざ
る
様
に
心
を
用
ひ
」
＊
５

て
い
た

様
子
が
知
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
慷
慨
心
が
た
わ
ま
ざ
る
よ
う
に
と
室
鳩
巣
『
赤

穂
義
人
録
』
（
赤
穂
浪
士
の
所
業
を
忠
孝
の
立
場
か
ら
肯
定
し
、
浪
士
を
「
義

人
」
と
称
揚
し
た
書
物
）
、
三
宅
観
瀾
『
烈
士
報
讐
録
』
（
赤
穂
浪
士
を
顕
彰
し

た
書
物
）
、
藤
田
東
湖
『
回
天
詩
史
』
（
尊
王
攘
夷
派
の
愛
読
書
）
を
輪
読
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
赤
穂
事
件
に
関
す
る
書
物
は
、
幕
府
の
方
針
に
反
す
る
異
説

や
風
聞
を
記
す
本
と
し
て
出
版
禁
止
と
な
っ
て
い
た
＊
６

。 

　

冒
頭
の
『
加
賀
近
江
三
所
ノ
讐
討
』
作
成
の
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
禁

書
・
実
録
物
の
存
在
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
二
〇
数
年
後
に
記
さ
れ
た
「
実
録
物
「
梅
ノ
加
賀
絹
」
内
容
訂
正
書

上
」
と
い
う
添
削
が
、
「
八
家
」
の
ひ
と
つ
、
前
田
土
佐
守
家
が
所
蔵
す
る
史

料
の
な
か
に
存
在
す
る
＊
７

。 

自
由
ノ
警
鐘
ニ
近
頃
梅
ノ
加
賀
絹
ト
云
小
説
ヲ
書
ト
リ
、
実
録
ト
云
共
事

実
相
違
ノ
義
多
シ
、
右
ハ
時
今
ト
思
ヒ
シ
ニ
早
弐
拾
餘
年
ノ
昔
ニ
成
ヌ
、

去
レ
ハ
今
ノ
壮
年
輩
は
当
時
ノ
事
実
ヲ
確
知
ス
ル
ナ
シ
、
細
事
ハ
尤
モ
ア

レ
大
差
ノ
一
二
ヲ
左
ニ
記
シ
テ
、
諸
小
説
読
者
ノ
観
覧
ヲ
乞
、
貴
社
新
報

余
白
ヲ
□
ハ
ヾ
幸
甚

一
江
州
海
津
益
ニ
於
テ
松
平
大
弐
下
命
ニ
因
テ
割
腹
ト
ア
リ
、
□
ハ
大
ナ

ル
誤
ニ
テ
、
斎
泰
公
□
慶
寧
公
江
謹
慎
被
仰
進
、
就
テ
ハ
大
弐
要
路
ニ

出
ル
ヲ
以
テ
責
ヲ
一
身
ニ
引
受
割
腹
ス
、
即
チ
近
臣
佐
川
某
ニ
介
錯
ヲ

命
ス
、
遺
骸
ハ
諸
駅
某
寺
ニ
葬
ル
、
今
ニ
碑
ア
リ
（
警
鐘
ニ
自
身
首
ヲ

刎
、
又
遺
骸
ヲ
国
許
ニ
送
而
ト
非
ナ
リ
）
右
忠
死
ノ
故
ヲ
以
追
而
聟
養

子
ニ
家
名
相
続
加
増
知
迄
ヲ
□
ル

一
本
多
従
五
位
氏
播
州
ヲ
刺
殺
一
條
ニ
前
田
従
五
位
氏
土
州
ヲ
首
謀
者
ト

ア
リ
、
何
ニ
因
リ
テ
斯
有
シ
ヤ
、
事
実
ニ
於
テ
聊
無
根
ノ
義
ナ
リ
、
予

土
州
ノ
性
質
ヲ
知
ル
、
果
シ
テ
左
様
ノ
事
ナ
シ
、
又
該
家
ニ
大
野
木
等

集
会
ノ
義
モ
ナ
シ
、
殊
ニ
山
辺
等
ノ
際
ハ
大
野
木
・
久
徳
等
数
年
前
ゟ

能
登
嶌
ノ
致
流
刑
中
也

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
近
ご
ろ
『
梅
ノ
加
賀
絹
』
と
い
う
小
説
を
書
き
写
し
た
。
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実
録
と
い
え
ど
も
事
実
と
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
本
多
政
均
暗
殺
事
件
も
も
は

や
二
〇
年
余
り
昔
の
出
来
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
よ
っ
て
、
い
ま
の
壮
年
の

者
た
ち
は
当
時
の
確
か
な
事
実
を
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
細
か
い
こ
と
は
多
々

あ
る
が
、
大
き
く
間
違
っ
て
い
る
点
を
一
、
二
点
（
松
平
大
弐
が
下
命
に
よ
っ

て
切
腹
し
た
の
で
は
な
く
責
任
を
一
身
に
受
け
て
切
腹
し
た
こ
と
、
前
田
土
佐

守
を
本
多
政
均
刺
殺
の
首
謀
者
と
し
て
い
る
こ
と
）
書
き
記
し
、
こ
の
小
説
の

読
者
の
観
覧
を
乞
う
と
い
う
執
筆
動
機
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
は
、
赤
穂
事
件
と
の
比
較
、

実
録
物
の
存
在
に
よ
っ
て
、
人
び
と
に
広
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

添
削
・
訂
正
を
要
す
る
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

記
憶
の
か
た
ち
（
２
）
―
碑
石
・
銅
像
の
建
設
運
動
―

　

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
、
本
多
政
均
に
従
五
位
か
ら
従
四
位
へ
の

追
贈
が
な
さ
れ
る
。
幕
末
の
尊
王
攘
夷
や
明
治
維
新
で
功
績
を
挙
げ
な
が
ら
亡

く
な
っ
た
者
、
南
北
朝
時
代
の
南
朝
方
の
公
卿
や
武
将
へ
の
贈
位
が
行
わ
れ
た

結
果
で
あ
る
。

贈
従
四
位
本
多
政
均
君
事
蹟

　
　

（
前
略
）

君
人
ト
為
リ
至
誠
剛
直
胆
畧
ア
リ
テ
事
務
ニ
長
ス
、
安
政
以
後
国
家
多

事
難
局
亦
鮮
カ
ラ
ス
、
君
常
ニ
其
衛
ニ
当
リ
心
ヲ
至
誠
ニ
宅
キ
善
ク
藩

主
ヲ
輔
佐
ス
、
私
第
ニ
在
リ
ト
雖
モ
正
坐
目
ヲ
閉
シ
計
量
ス
ル
所
ア
ル

カ
如
シ
、
又
多
ク
書
ヲ
読
マ
ス
ト
雖
ト
モ
日
ヲ
期
シ
テ
近
侍
ヲ
論
講
シ
、

或
ハ
兵
書
ヲ
講
読
ス
、
然
レ
ト
モ
大
義
ニ
通
ス
ル
ヲ
要
ト
セ
リ
、
又
常

ニ
弓
馬
剣
槍
ヲ
錬
習
シ
最
モ
馬
術
ニ
長
セ
リ
、
明
治
四
十
二
年
九
月
朝

廷
君
ノ
始
終
心
ヲ
勤
王
ニ
宅
キ
国
家
ノ
為
メ
ニ
忠
節
ヲ
尽
シ
タ
ル
ヲ
録

セ
ラ
レ
、
特
旨
ヲ
以
テ
従
四
位
ヲ
追
贈
セ
ラ
ル
、
十
月
九
日
奉
告
ノ
採

点
ヲ
挙
ケ
ラ
レ
タ
リ
、
嗚
呼
君
ノ
卒
後
四
十
ノ
寒
暑
ヲ
経
ル
、
然
レ
ト

モ
尚
ホ
成
績
ヲ
是
非
ス
ル
者
ア
ル
カ
如
シ
、
今
此
ノ
恩
典
ニ
浴
セ
ラ
レ

公
論
始
メ
テ
定
マ
ル
君
地
下
ニ
於
テ
ノ
歓
喜
知
ル
ヘ
シ
＊
８

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
政
均
が
勤
王
心
を
抱
き
、
国
家
の
た
め
に
忠
節
を
尽
く
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
た
だ
ち
に
本
多
政
均
の
碑
石
建

設
の
話
が
持
ち
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

碑
石
建
設
の
主
意

拝
呈
陳
ハ
先
般
故
本
多
政
均
君
ニ
御
贈
位
ア
リ
シ
事
ハ
諸
君
御
熟
知
コ

レ
ア
ル
ヘ
シ
、
元
家
臣
ニ
於
テ
実
ニ
欣
喜
雀
躍
ノ
至
リ
ナ
リ
、
各
位

ノ
御
先
祖
ハ
勿
論
十
二
臣
士
等
地
下
ニ
於
テ
嘸
御
満
足
ノ
至
リ
ト
存

ス
ル
ナ
リ
、
抑
政
均
君
ノ
国
事
ニ
御
忠
節
ヲ
尽
サ
レ
終
ニ
不
慮
ノ
禍
ニ

罹
ラ
レ
タ
ル
ハ
、
豫
テ
ノ
御
覚
悟
上
ト
ハ
申
ナ
カ
ラ
、
実
ニ
哀
悼
ノ

至
リ
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
、
然
処
其
当
時
奉
仕
ノ
諸
氏
モ
逐
年
死
去
セ
ラ

レ
、
現
今
ノ
諸
氏
ニ
於
テ
政
均
君
ノ
御
事
蹟
多
大
ナ
ル
ヲ
御
存
知
ア
ル

ハ
、
僅
々
ナ
ル
ヘ
シ
、
惜
ヒ
カ
ナ
今
後
二
三
十
年
ヲ
経
過
セ
ハ
夢
ニ
タ

ニ
モ
知
ル
人
ナ
キ
ニ
至
ル
ハ
必
然
ナ
リ
、
依
テ
之
ヲ
後
世
ニ
伝
ン
ト
欲

ス
ル
ニ
ハ
、
碑
文
ノ
外
ニ
善
キ
ハ
ナ
シ
、
左
ス
レ
バ
此
際
諸
氏
ニ
御
協

力
ヲ
仰
キ
、
一
碑
石
ヲ
大
乗
寺
境
内
ニ
建
立
致
シ
、
後
世
ニ
至
ル
マ
テ

之
ヲ
知
ラ
シ
メ
度
ト
功
ニ
希
望
ス
ル
ナ
リ
、
就
テ
ハ
今
回
戸
水
信
義
ニ

依
頼
シ
、
別
冊
ノ
通
リ
編
輯
済
ト
ナ
リ
タ
リ
、
此
書
冊
タ
ル
ヤ
旧
記
或

ハ
旧
書
簡
ニ
拠
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
風
説
ナ
ド
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
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ラ
サ
ル
ナ
リ
、
御
参
考
ト
シ
テ
一
冊
宛
電
覧
ニ
供
ス
、
御
熟
読
ア
ラ
ハ

政
均
君
ノ
国
事
ニ
対
シ
テ
忠
節
ヲ
御
尽
シ
ナ
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
御
十
分
ヌ

御
了
解
相
成
ル
ヘ
シ
、
諸
君
モ
御
承
知
ノ
如
ク
近
年
国
家
ニ
対
シ
功
労

ア
ル
故
人
ニ
ハ
不
見
不
知
ノ
人
タ
リ
ス
ラ
功
労
者
ト
名
称
ヲ
付
ス
ル
者

ニ
ハ
、
醵
金
シ
テ
碑
石
ヲ
建
立
ス
ル
事
少
ナ
カ
ラ
ス
、
況
ヤ
元
家
臣
ニ

於
テ
先
君
ノ
御
功
蹟
ヲ
千
歳
ニ
伝
ヘ
ル
ハ
、
諸
君
ニ
於
テ
モ
必
ス
御
希

望
ニ
テ
コ
レ
ア
ル
ヘ
シ
、
唯
御
多
忙
ニ
シ
テ
余
暇
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
御
宿
意

ノ
果
サ
ヽ
ル
ナ
ラ
ン
、
依
リ
テ
今
回
小
生
等
発
起
者
ト
ナ
リ
、
御
協
議

申
度
、
何
卒
御
賛
成
被
下
度
建
設
期
ハ
集
金
ノ
都
合
上
ニ
ヨ
リ
テ
向
フ

一
ヶ
年
間
ニ
結
局
致
度
、
依
テ
御
応
分
御
出
金
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ノ

至
リ
ニ
堪
ヘ
ス
、
謹
言

　

明
治
四
十
二
年

　
　
　

発
起
人　

イ
ロ
ハ
順

岩
村
直
三
郎
、
戸
水
信
義
、
戸
水
寛
人
、
冨
田
勝
摩
、
南
部
頼
精
、

南
部
辰
丙
、
太
田
伊
豆
茂
、
大
井
玄
洞
、
矢
木
亮
太
郎
、
松
田
潤
次
郎
、

藤
江
又
喜
、
伍
堂
卓
爾
、
浅
井
郁
太
郎
、
斎
藤
恒
固
、
斎
藤
恒
、
三

宅
雄
次
郎
、
平
尾
鑑
太
郎
、
鈴
木
昔
孝
、
杉
坂
喜
共

尚
御
出
金
方
ノ
義
ハ
最
初
金
額
御
申
込
ノ
上
其
金
高
ヲ
月
々
或
ハ
両
三

度
宛
ニ
テ
モ
、
各
位
ノ
御
都
合
上
ニ
任
セ
申
ス
ヘ
ク
、
発
起
人
中
主
任

者
タ
ル
者
ハ
其
時
々
領
収
書
ヲ
発
シ
、
集
金
ハ
東
京
市
ニ
テ
ハ
村
井
銀

行
、
金
澤
市
ニ
テ
ハ　
　

ヘ
預
ケ
タ
ク
、
石
材
ハ
集
金
高
ニ
拠
リ
テ
、

石
工
ニ
交
渉
ヲ
ナ
シ
碑
文
起
草
者
ハ
発
起
人
ノ
協
議
ニ
任
セ
度
＊
９ 

　

当
時
、
金
沢
藩
に
仕
え
て
い
た
家
臣
も
段
々
死
去
し
、
い
ま
現
在
に
お
い
て
、

政
均
の
事
蹟
を
知
っ
て
い
る
者
は
わ
ず
か
と
な
っ
た
。
今
後
二
、
三
〇
年
経
て

ば
政
均
の
事
蹟
を
少
し
も
知
る
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
碑
文
の
ほ
か
に
よ
い
方
法
は

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
諸
氏
に
協
力
を
仰
ぎ
、
碑
石
を
大
乗
寺
境
内
に
建
立
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
回
、
戸
水
信
義
に
依
頼
し
、
政
均
の
事
蹟
（
「
贈
従
四
位

本
多
政
均
君
事
蹟
」
）
を
編
集
し
た
。
近
年
、
国
家
に
対
し
功
労
あ
る
故
人
に

対
し
、
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
功
労
を
賞
賛
し
、

碑
石
を
建
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。
元
家
臣
と
し
て
先
君
の
功
績
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
は
、
み
な
必
ず
望
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
多
忙
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ

の
宿
意
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
に
ち
が
い
な
い
。
よ
っ
て
、
今
回
旧
金
沢

藩
士
一
九
名
が
発
起
人
と
な
っ
て
協
議
し
た
結
果
、
建
設
は
集
金
の
都
合
上
一

年
後
と
し
、
賛
成
の
方
は
応
分
の
出
金
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
旨
の
主
意
書
を

発
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
翌
四
三
年
正
月
に
は
、
「
又
集
金
高
余
計
ニ
相
成
ル
時
ハ
御
銅
像
建

設
ノ
運
ビ
ニ
致
度
、
其
際
ハ
更
ニ
御
協
議
申
度
見
込
ニ
コ
レ
ア
リ
候
」
と
、
集

金
高
に
よ
っ
て
は
銅
像
建
設
に
変
更
し
た
い
と
の
文
言
を
付
け
加
え
た
主
意
書

が
旧
金
沢
藩
士
一
五
名
（
前
年
の
主
意
書
よ
り
戸
水
信
義
・
太
田
伊
豆
茂
・
松

田
潤
次
郎
・
斎
藤
恒
固
が
脱
）
が
発
起
人
と
な
っ
て
発
せ
ら
れ
た
。

　

同
年
一
〇
月
に
、
旧
藩
士
族
会
で
あ
る
葵
園
会
幹
事
の
中
田
政
男
・
山
口

泉
・
太
田
伊
豆
茂
・
山
崎
忠
固
・
神
田
忠
孝
の
連
名
で
葵
園
会
会
員
に
向
け
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
「
政
均
公
御
事
蹟
書
」
が
配
布
さ
れ
た
。

拝
啓
、
秋
冷
の
砌
、
益
御
清
祥
奉
賀
候
、
陳
者
本
多
男
爵
家
、
御
先
代

政
均
公
儀
、
昨
年

特
旨
を
以
て
御
贈
位
の
御
沙
汰
有
之
、
誠
に
御
同
慶
の
至
に
奉
存
候
、

就
て
は
記
念
と
し
て
本
會
員
の
微
意
を
表
せ
ん
か
た
め
、
成
る
へ
く
多
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額
の
寄
附
金
を
勧
誘
し
、
結
局
集
金
の
多
寡
に
応
し
て
御
銅
像
或
は

石
碑
或
は
石
燈
籠
の
中
何
れ
か
の
一
を
選
定
献
設
致
す
へ
く
、
本
曾
に

於
て
協
議
決
定
致
し
居
候
、
此
儀
に
就
て
は
貴
地
方
幹
部
諸
君
よ
り
已

に
御
聞
及
相
成
候
次
第
と
存
し
候
、
然
る
に
当
方
か
今
日
迄
に
申
込
を

得
た
る
金
額
は
約
弐
百
圓
に
止
ま
り
未
だ
充
分
な
る
成
功
を
見
認
め
難

く
候
に
付
、
貴
地
会
員
方
御
出
金
の
御
模
様
に
依
り
て
は
今
一
遍
各
會

員
の
奮
発
を
促
し
度
、
我
々
の
希
望
に
御
座
侯
、
将
又
当
初
よ
り
既
に

一
ケ
年
を
経
過
致
し
侯
た
め
出
金
者
中
往
々
進
行
の
程
度
を
尋
ね
越
さ

る
ゝ
向
有
之
、
此
際
大
体
の
方
針
相
定
ま
り
候
も
、
亦
機
宜
に
適
ふ
べ

く
存
し
候
間
、
御
多
用
中
御
面
倒
と
は
存
し
候
へ
共
、
貴
下
精
誠
の
御

出
金
額
折
返
し
当
方
へ
御
一
報
奉
煩
度
、
此
段
特
に
得
貴
意
候
、
敬
具

　
　

明
治
四
十
三
年
十
月

　
　
　

金
澤
市
本
多
町
三
番
丁
五
番
地
一
の
一
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葵
園
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

中
田
政
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
伊
豆
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
忠
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
田
忠
孝

　
　
　
　

殿

追
て
本
件
に
関
し
貴
地
杉
坂
君
よ
り
政
均
公
御
事
蹟
書
一
部
宛
御
配
附

可
致
筈
に
付
、
為
念
申
上
置
候
、
以
上
＊
１
０

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
贈
位
の
記
念
と
し
て
本
会
員
の
微
意
を
表
す
る
た
め
、
な

る
べ
く
多
額
の
寄
附
金
を
勧
誘
し
、
集
金
の
多
寡
に
応
じ
て
銅
像
・
石
碑
・
石

燈
籠
の
い
ず
れ
か
を
建
設
す
べ
く
本
会
に
お
い
て
協
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
ま
で
の
集
金
額
は
約
二
〇
〇
円
に
留
ま
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
十
分
な

成
功
と
は
認
め
が
た
い
。
今
一
度
、
各
会
員
の
奮
発
を
促
し
た
い
、
と
い
う
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

士
族
会
会
員
か
ら
集
ま
っ
た
金
額
と
人
数
は
、
「
故
本
多
政
均
君
記
念
物
建

設
寄
附
金
交
名
簿
」
＊
１
１

七
一
四
名
分
の
六
二
三
円
五
二
銭
、
「
（
名
簿
）
」
＊
１
２

三
二
五
名
分
の
一
五
一
〇
円
、
「
故
本
多
政
均
殿
銅
像
建
設
并
殉
難
義
士
墓
所

修
築
費
寄
附
金
全
額
及
交
名
」
＊
１
３

四
九
二
名
分
、
「
東
京
方
面
寄
附
者
交
名

簿
」
＊
１
４

一
四
九
名
分
、
「
（
名
簿
）
」
＊
１
５

本
多
町
組
二
三
名
・
魚
鱗
組
町
一
六

名
・
主
馬
町
組
名
三
名
・
川
上
組
一
〇
名
・
小
立
野
組
一
六
名
・
新
町
組
八

名
・
宗
叔
町
組
一
一
名
・
片
町
組
一
四
名
・
卯
辰
組
五
名
・
野
町
組
一
三
名
、

近
村
八
名
、
遠
部
二
名
、
他
府
県
六
〇
名
、
外
国
一
九
名
の
計
二
〇
八
名
分
、

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月
一
〇
日
の
「
本
多
政
均
君
記
念
物
建
設
費
寄
附

金
芳
名
録
」
＊
１
６

一
六
二
名
分
で
あ
っ
た
。

　

大
正
二
年
五
月
一
〇
日
の
「
本
多
政
均
君
紀
念
物
建
設
主
意
」
で
も
つ
ぎ
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

本
多
政
均
君
紀
念
物
建
設
主
意

本
多
政
均
君
は
剛
毅
果
断
に
し
て
勤
王
の
志
篤
く
難
局
に
処
し
て
謬
ら

す
、
旧
法
を
更
正
し
て
克
く
改
革
の
実
を
挙
け
た
り
、
惜
む
べ
し
、
明

治
二
年
八
月
七
日
、
城
中
に
於
て
暗
殺
せ
ら
る
、
時
に
年
三
十
二
、
朝

廷
其
の
忠
節
を
賞
し
、
従
四
位
を
追
贈
せ
ら
る
、
安
政
以
降
海
内
紛
擾

列
藩
皆
勤
王
と
佐
幕
と
に
分
れ
、
議
論
囂
々
鼎
の
湧
く
か
如
き
有
様
な

り
き
、
金
澤
藩
に
於
て
も
大
義
名
分
を
重
ん
し
て
勤
王
論
を
唱
ふ
る
も

の
少
な
か
ら
さ
れ
と
も
、
或
は
徳
川
家
に
対
す
る
旧
来
の
情
誼
の
捨
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て
難
き
を
説
き
て
佐
幕
説
を
唱
ふ
る
も
の
、
動
も
す
れ
は
勝
を
占
め
ん

と
し
、
其
の
危
き
に
瀕
せ
し
こ
と
一
両
に
止
ま
ら
さ
り
き
、
政
均
君
事

理
に
明
に
天
下
の
形
勢
を
達
観
し
克
く
藩
侯
を
輔
け
て
方
向
を
謬
ら
し

め
ず
、
入
り
て
は　

天
顔
を
拝
し
、
禁
闕
守
衛
の
任
を
尽
し
出
て
は
藩

命
に
依
り
、
慶
喜
公
を
説
き
て
二
條
城
撤
退
を
決
意
せ
し
む
る
の
任
を

全
う
し
内
、
藩
政
改
革
に
努
め
、
其
の
実
を
挙
け
、
外
海
防
を
厳
に
し

て
事
変
の
急
に
応
せ
し
め
、
三
州
を
し
て
事
な
き
を
得
せ
し
め
し
も
の
、

実
に
政
均
君
の
功
と
云
ふ
べ
し
、
君
兇
徒
の
手
に
斃
る
ゝ
や
家
臣
十
余

名
臥
薪
嘗
胆
終
に
復
讎
の
目
的
を
達
し
、
此
の
挙
に
與
れ
る
士
十
二
名

切
腹
を
命
せ
ら
る
、
是
恰
も
赤
穂
義
士
に
類
す
る
の
感
あ
り
、
政
均
君

の
偉
大
な
る
恩
恵
に
酬
ひ
、
政
均
君
の
偉
大
な
る
人
物
を
紀
念
す
る
は

吾
人
の
義
務
に
し
て
且
光
栄
と
す
る
所
な
り
、
茲
に
同
士
相
図
り
、
有

志
の
賛
同
を
得
て
、
資
金
を
集
め
、
一
代
紀
念
物
を
建
設
し
、
以
て
之

を
後
昆
に
伝
へ
ん
と
す
、
冀
く
は
我
等
の
微
衷
を
容
れ
奮
て
賛
同
あ
ら

ん
こ
と
を

　
　

大
正
二
年
五
月
十
日

　
　
　
　
　
　

発
起
人　

南
部
辰
丙
、
三
宅
雄
次
郎
、
戸
水
寛
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伍
堂
卓
爾
、
大
井
玄
洞
、
老
田
知
祥
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
﨑
富
三
郎
、
竹
村
勘
吾
、
浅
井
郁
太
郎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
直
正
、
杉
坂
喜
共

近
時
交
通
機
関
の
完
備
せ
る
に
伴
ひ
て
、
内
外
の
客
北
陸
に
漫
遊
す
る

も
の
益
々
増
加
し
、
足
を
金
澤
の
地
に
入
る
も
の
日
一
日
多
か
ら
ん
と

す
、
若
し
幸
に
此
の
醵
金
に
余
裕
を
得
る
あ
ら
は
、
十
二
士
の
墓
所
の

周
囲
に
改
修
を
施
し
、
以
て
光
彩
を
添
ふ
る
の
希
望
な
り

目
下
賛
成
諸
君
の
趨
勢
に
拠
り
、
別
紙
絵
図
面
の
銅
像
建
設
致
度
、
希

は
精
々
御
賛
成
を
懇
望
す
＊
１
７

　

す
な
わ
ち
、
政
均
は
剛
毅
果
断
に
て
勤
王
の
志
が
厚
く
、
難
局
に
処
し
て
誤

ら
ず
、
旧
法
を
更
正
し
て
よ
く
改
革
の
実
を
挙
げ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
年

に
城
中
に
お
い
て
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
国
内
が
勤
王
と
佐
幕
に
分
か
れ
て

争
っ
て
い
る
な
か
で
、
政
均
は
事
理
に
明
る
く
、
天
下
の
形
勢
を
達
観
し
て
藩

侯
を
助
け
、
禁
闕
守
衛
の
任
を
全
う
す
る
一
方
、
徳
川
慶
喜
を
説
い
て
二
条
城

撤
退
を
決
意
さ
せ
、
藩
政
改
革
に
努
め
て
実
を
挙
げ
、
海
防
を
固
め
て
事
変
の

急
に
応
じ
て
、
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
三
州
が
事
な
き
を
得
た
の
も
政
均
の
功

績
で
あ
る
。
そ
れ
が
凶
徒
の
手
に
倒
れ
、
家
臣
一
〇
余
名
臥
薪
嘗
胆
つ
い
に
復

讐
を
遂
げ
、
み
な
切
腹
を
命
じ
ら
れ
る
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
本
多
政
均
暗
殺
事

件
と
仇
討
ち
を
「
恰
も
赤
穂
義
士
に
類
す
る
感
あ
り
」
と
赤
穂
事
件
に
例
え
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
政
均
の
偉
大
な
る
恩
恵
に
酬
い
、
そ
の
偉
大
な
る
人

物
を
紀
念
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
旧
藩
士
の
義
務
に
し
て
、
光
栄
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
志
に
図
り
、
有
志
の
賛
同
を
得
て
資
金
を
集
め
、

紀
念
物
を
建
設
し
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

大
正
三
年
四
月
の
「
案
内
ハ
ガ
キ
」
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
碑
石
建
設
案

か
ら
銅
像
建
設
案
へ
変
更
し
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。

拝
啓
、
故
本
多
政
均
君
記
念
品
建
設
の
件
に
つ
き
、
年
来
御
高
配
を
仰

ぎ
難
有
く
奉
深
謝
候
、
右
記
念
品
は
諸
事
考
慮
の
結
果
、
大
正
二
年
四

月
十
四
日
実
行
委
員
会
に
於
て
碑
石
と
決
定
し
、
種
々
計
算
い
た
し
居

候
処
、
愈
々
建
設
地
実
地
見
分
の
結
果
、
周
囲
の
関
係
上
大
な
る
碑
石

を
要
し
、
従
っ
て
其
建
設
費
も
廉
な
ら
ず
、
却
て
少
し
の
差
額
に
て
銅

像
を
建
設
し
得
る
見
込
つ
き
申
候
、
依
て
更
に
諸
方
に
御
寄
附
を
仰
ぎ
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銅
像
建
設
予
算
金
額
に
や
ゝ
達
す
る
運
と
相
成
り
候
為
、
大
正
三
年
二

月
十
四
日
前
議
を
ひ
る
が
へ
し
て
銅
像
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
候

目
下
銅
像
原
型
制
作
中
に
て
、
去
る
四
月
二
日
委
員
と
銅
像
建
設
請
負

者
と
相
携
へ
て
、
右
建
設
地
な
る
金
澤
郊
外
大
乗
寺
へ
実
地
見
分
に
参

り
、
着
々
進
行
中
に
候

尚
詳
細
は
後
日
更
め
て
御
報
知
申
上
ぐ
可
く
候
へ
共
、
不
取
敢
右
概
況

申
上
度
如
斯
に
御
座
候
、
早
々

　

大
正
三
年
四
月　
　
　
　

故
本
多
政
均
君
記
念
品
建
設
委
員

　

す
な
わ
ち
、
大
正
二
年
四
月
一
四
日
の
実
行
委
員
会
に
お
い
て
碑
石
と
決
定

し
、
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
建
設
地
の
実
地
見
分
の
結
果
、
大
き
な
碑

石
を
要
し
、
建
設
費
も
馬
鹿
に
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
少
し
の
差
額
で
銅
像
を
建

設
し
う
る
見
込
み
が
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
寄
付
を
仰
ぎ
、
銅
像
建
設
予

算
金
額
に
達
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
、
同
三
年
二
月
一
四
日
に
銅
像
を
建
設

す
る
こ
と
に
決
定
し
、
現
在
着
々
と
進
行
中
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

同
三
年
八
月
に
は
、
銅
像
建
設
出
願
人
総
代
・
伍
堂
卓
爾
、
大
乗
寺
住
職
、

大
乗
寺
檀
家
総
代
よ
り
石
川
県
知
事
・
熊
谷
喜
一
郎
宛
に
建
設
願
と
建
設
構
造

仕
様
書
、
図
面
が
提
出
さ
れ
た
。

故
本
多
政
均
銅
像
建
設
願

一
銅
像
建
設
出
願
人
総
代　
　

東
京
市
神
田
区
仲
猿
若

町
九
番
地　

伍
堂
卓
爾

二
建
設
ノ
位
置　
　
　
　
　
　

石

川

県

石

川

郡

野

村

字

長
坂
新　

大
乗
寺
表
門
外

三
建
設
ノ
面
積　
　
　
　
　
　

大
乗
寺
所
有
地
ノ

内
参
百
四
拾
八
坪

四
建
設
ノ
目
的　
　
　
　
　
　

忠
勇
亀
鑑
表
示

五
建
設
ノ
期
間　
　
　
　
　
　

永
代

右
銅
像
建
設
致
度
候
間
、
御
許
可
被
成
下
度
別
紙
趣
旨
書
、
建
設
構
造

仕
様
書
、
図
面
相
添
、
此
段
奉
願
上
候
也

　

大
正
参
年
八
月　

日　
　
　

右　

伍
堂
卓
爾
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
乗
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
檀
家
総
代

　

石
川
県
知
事
熊
谷
喜
一
郎
殿
＊
１
８

　

大
乗
寺
の
所
有
地
三
四
八
坪
に
「
忠
勇
亀
鑑
表
示
」
の
た
め
に
政
均
の
銅
像

建
設
を
願
い
出
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

大
正
三
年
一
〇
月
三
日
に
、
銅
像
建
設
委
員
長
で
陸
軍
中
将
の
南
部
辰
丙
よ

り
除
幕
式
の
案
内
ハ
ガ
キ
が
会
員
宛
に
送
ら
れ
る
。

拝
啓
、
秋
冷
之
砌
、
益
御
清
穆
奉
賀
候
、
陳
者
吾
儕
葵
園
会
員
ニ
於
テ

発
起
致
シ
候
、
贈
従
四
位
本
多
政
均
君
銅
像
各
位
ノ
御
庇
護
ニ
依
リ
、

今
回
工
事
竣
功
致
シ
候
ニ
就
テ
ハ
、
来
ル
十
一
日
除
幕
式
挙
行
仕
候
間
、

万
障
御
繰
合
ノ
上
、
当
日
午
前
十
一
時
城
南
大
乗
寺
境
内
建
設
地
ヘ
御

賁
臨
被
下
候
ハ
ヾ
、
幸
栄
之
至
ニ
奉
存
候
、
右
御
招
待
申
上
候
、
敬
具

　

大
正
三
年
十
月
三
日

銅
像
建
設
委
員
長　

陸
軍
中
将　

南
部
辰
丙

　
　
　
　
　
　

殿

追
而
御
賁
臨
ノ
節
ハ
此
招
待
状
受
付
ヘ
御
示
奉
願
候
、
尚
聊
カ
準
備
ノ

都
合
モ
有
之
候
ニ
付
、
御
臨
場
之
有
無
御
手
数
ナ
カ
ラ
別
紙
葉
書
ニ
テ

来
ル
八
日
マ
テ
ニ
御
一
報
願
上
候
也
＊
１
９

　

一
〇
月
一
一
日
午
前
一
一
時
よ
り
城
南
大
乗
寺
境
内
に
て
除
幕
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
銅
像
建
設
に
係
る
同
三
年
一
二
月
収
支
決
算
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

佐藤：記憶のかたち9



　

収
入
の
部

金
四
六
五
七
円
六
八
銭　
　

内
訳　

金
四
五
二
六
円
八
〇
銭　

寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
六
二
円　

除
幕
式
当
日
寄
贈
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
六
八
円
八
八
銭　
　

預
金
利
子

　

支
出
の
部

金
四
六
五
七
円
六
八
銭　

内
訳 

金
三
四
四
一
円
二
一
銭 

銅
像
建
設
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

金
二
六
〇
円 

銅
像
建
設
地
永
代
保
続
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

金
一
三
七
円
八
七
銭　
　

除
幕
式
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

金
一
三
四
円
二
六
銭  　

交
通
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

金
六
三
円
二
九
銭
五
厘　

通
信
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

金
三
三
〇
円
八
三
銭 

殉
難
義
士
墓
所
修
築
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

金
一
二
九
円
八
銭
五
厘　
　

雑
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

金
一
六
一
円
二
三
銭 　
　

印
刷
費 

＊
２
０

「
寄
附
者
芳
名
録
」
＊
２
１

に
よ
れ
ば
、
侯
爵
前
田
利
為
（
加
賀
藩
主
前
田
本
家

第
一
六
代
当
主
）
、
伯
爵
前
田
利
同
（
越
中
富
山
藩
第
一
三
代
藩
主
）
、
子
爵
前

田
利
鬯
（
加
賀
大
聖
寺
藩
第
一
四
代
藩
主
）
、
男
爵
本
多
政
以
（
政
均
長
男
・

資
松
）
、
男
爵
長
基
連
（
政
以
次
男
）
、
男
爵
前
田
直
行
（
前
田
土
佐
守
家
第

一
一
代
当
主
）
ほ
か
四
七
八
名
か
ら
多
額
の
寄
附
金
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
六
年
後
の
大
正
九
年
九
月
、
「
十
二
士
逝
き
て
茲
に
五
十

年
、
十
二
士
と
偕
に
本
多
氏
に
仕
へ
た
る
我
等
は
、
往
事
を
追
懐
し
、
今
日
を

緬
想
し
、
轉
だ
感
慨
に
堪
へ
ず
、
図
り
て
某
月
某
日
を
以
て
、
法
会
を
大
乗
禅

寺
に
厳
修
し
、
以
て
諸
士
の
英
霊
を
祭
ら
ん
と
欲
す
、
同
感
の
士
、
願
く
ば
賛

襄
し
て
吾
等
と
事
を
偕
に
せ
ん
こ
と
を
」
＊
２
２

と
、
本
多
家
十
二
義
士
は
「
英

霊
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
五
〇
年
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
四
二
年
九
月
の
本
多
政
均
の
従
四
位
へ
の
追
贈
は
、

そ
の
銅
像
建
設
に
ま
で
発
展
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
が
事
実
で

あ
っ
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
本
多
政
均
は
「
忠
勇
亀
鑑
」
と
し
て
の
、
本
多

弥
一
ほ
か
一
二
名
は
忠
義
の
臣
、
「
義
士
」
と
し
て
の
「
歴
史
的
記
憶
」
が
創

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

記
憶
の
か
た
ち
（
３
）
―
小
説
―

　

こ
の
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
を
最
初
に
小
説
化
し
た
の
は
、
松
本
清

張
（
一
九
〇
九
～
一
九
九
二
）
「
明
治
忠
臣
蔵
譚
」
（
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
臨
時

増
刊
号
、
一
九
五
六
年
一
月
）
で
あ
る
。
松
本
が
執
筆
し
た
こ
の
時
期
は
高
度

経
済
成
長
期
の
天
下
泰
平
、
奢
侈
安
逸
の
時
代
で
あ
り
、
「
昭
和
元
禄
」
と
い

う
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
時
代
に
創
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　

松
本
は
、
仇
討
ち
の
根
源
を
廃
藩
置
県
に
よ
る
武
士
の
失
業
問
題
と
絡
め
る
。

す
な
わ
ち
、
多
数
の
藩
士
は
新
県
庁
の
役
人
に
登
用
さ
れ
る
が
、
本
多
家
の
陪

臣
に
は
そ
の
登
用
が
な
い
こ
と
に
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
赤
穂
浪

人
も
浅
野
長
矩
の
弟
の
大
学
が
、
例
え
減
封
で
あ
っ
て
も
跡
目
を
つ
い
だ
ら
吉

良
に
対
し
て
仇
討
の
挙
に
は
出
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
赤
穂
浪
士
と
の
共

通
点
を
述
べ
つ
つ
、
「
（
失
業
者
と
し
て
の
）
絶
望
が
、
相
手
へ
の
憎
悪
と
嫉
妬

を
燃
え
上
が
ら
せ
、
己
れ
の
功
名
心
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
位
置
づ

け
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
人
間
は
演
技
の
模
本
が
な
け
れ
ば
、
思
い
切
っ

た
こ
と
が
出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
。
」
と
、
赤
穂
事
件
と
い
う
前
例
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
仇
討
ち
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
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つ
ぎ
に
こ
の
事
件
の
小
説
化
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
中
村
彰
彦
（
一
九
四
九

～　

）
『
明
治
忠
臣
蔵
』
（
双
葉
社
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
角
川
文
庫
、

二
〇
〇
二
年
）
で
あ
る
。
中
村
は
自
ら
「
第
二
の
忠
臣
蔵
」
と
称
し
た
『
明
治

忠
臣
蔵
』
の
執
筆
動
機
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
（
赤
穂
浪
士
の
物
語
※
筆
者
注
）
に
く
ら
べ
て
こ
の
「
第
二
の

忠
臣
蔵
」
が
、
地
元
金
沢
に
お
い
て
さ
え
も
は
や
知
る
人
ぞ
知
る
出
来

事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
事
件
は
、
し
っ
か
り
記
録
が
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
な
ら
書
く
意
味
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
村
が
収
集
し
た
史
料
と
は
、
渋
谷
元
良
編
纂
『
加
賀
本
多
家

義
士
録
』
（
葵
園
会
）
、
戸
水
信
義
「
本
多
政
均
暗
殺
顛
末
」
（
『
史
談
会
速
記

録
』
第
五
六
輯
）
、
同
「
加
州
藩
本
多
政
均
君
国
事
に
尽
力
せ
ら
れ
し
事
実
」

（
『
史
談
会
速
記
録
』
第
七
二
輯
）
、
同
「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝
」
（
『
史
談

会
速
記
録
』
第
二
六
四
・
二
六
五
輯
）
、
『
殉
難
会
話　

苔
之
碑
』
（
石
川
県
立
歴

史
博
物
館
蔵
）
、
石
川
県
「
元
福
岡
藩
自
裁
問
合
書
」
（
石
川
県
立
図
書
館
蔵
）

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
後
世
に
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
書
物
や
証
言
、
記
録
と
い

う
二
次
的
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
小
説
で
あ
る

こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
中
村
は
、
こ
の
一
連
の
事
件
を
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
七
日

の
「
復
讐
の
禁
止
、
旧
習
に
な
ら
い
、
人
を
刺
殺
す
る
者
は
相
当
の
罪
科
に
処

す
べ
し
」
と
定
め
た
第
三
七
号
布
告
「
敵
討
禁
止
令
」
と
の
関
連
で
と
ら
え
、

政
府
に
復
讐
禁
止
の
法
律
化
を
急
が
せ
た
唯
一
最
大
の
原
因
と
し
て
、
歴
史
的

に
意
義
づ
け
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
説
も
ま
た
題
名
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
こ
の
事
件
と

赤
穂
事
件
を
重
ね
合
わ
せ
、
本
多
弥
一
ほ
か
一
二
名
の
復
讐
譚
を
義
士
の
物
語

と
し
て
再
編
・
整
理
し
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

明
治
二
年
八
月
、
本
多
政
均
が
金
沢
城
二
ノ
丸
殿
中
に
お
い
て
暗
殺
さ
れ
る

と
い
う
事
件
は
、
そ
の
後
、
主
君
を
暗
殺
さ
れ
た
本
多
家
家
臣
の
本
多
弥
一
ら

一
二
名
に
よ
る
仇
討
ち
と
い
う
付
録
が
つ
く
。

　

こ
の
一
連
の
事
件
は
、
実
録
物
、
碑
石
・
銅
像
の
建
設
運
動
、
そ
し
て
小
説

へ
と
流
れ
込
み
、
「
本
多
政
均
＝
勤
王
の
士
／
藩
政
の
改
革
者
」
、
「
本
多
弥
一

ら
一
二
名
＝
義
士
」
と
い
う
「
歴
史
的
記
憶
」
が
創
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

「
遺
領
も
相
違
な
く
資
松
君
相
続
あ
る
と
時
勢
の
変
政
す
る
と
、
人
々
家
録

に
疵
の
付
か
さ
る
を
事
ひ
に
時
日
移
れ
は
心
緩
み
免
し
て
置
く
人
々
は
五
百
人

に
過
る
な
る
へ
し
、
御
最
期
の
事
を
察
し
や
り
許
し
難
き
を
免
さ
さ
る
は
此
拾

五
名
誠
に
金
鉄
の
武
士
な
れ
ハ
な
り
」
（
『
加
賀
近
江
三
所
ノ
讐
討
』
）
と
、
本

多
政
均
の
遺
領
が
す
べ
て
長
男
の
資
松
に
相
続
さ
れ
る
と
、
本
多
家
の
家
臣
は

自
分
の
家
禄
に
疵
が
つ
か
な
い
こ
と
を
望
む
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
な

か
に
あ
っ
て
、
仇
討
ち
を
遂
げ
た
一
五
名
は
「
金
鉄
の
武
士
」
と
し
て
評
価
さ

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
碑
石
・
銅
像
の
建
設
運
動
の
な
か
で
、
「
元
家
臣
ニ
於
テ
先
君
ノ

御
功
蹟
ヲ
千
歳
ニ
伝
ヘ
ル
ハ
、
諸
君
ニ
於
テ
モ
必
ス
御
希
望
ニ
テ
コ
レ
ア
ル
ヘ

シ
」
（
「
明
治
四
十
二
年
碑
石
建
設
ノ
主
意
」
）
、
「
政
均
君
の
偉
大
な
る
恩
恵
に

酬
ひ
、
政
均
君
の
偉
大
な
る
人
物
を
紀
念
す
る
は
吾
人
の
義
務
に
し
て
且
光
栄

と
す
る
所
な
り
」
（
「
本
多
政
均
君
紀
念
物
建
設
主
意
」
）
と
、
元
家
臣
と
し
て
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先
君
（
本
多
政
均
）
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
残
さ
れ
た
人
び
と
の

義
務
で
あ
り
、
か
つ
光
栄
な
こ
と
と
意
義
づ
け
る
。
こ
う
し
た
意
識
は
武
士
と

し
て
培
わ
れ
た
「
名
誉
意
識
」
や
「
誇
り
」
に
裏
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
士
族
の
文
化
的
紐
帯
を
形
成
し
た
と
い
え
よ
う
＊
２
３

。

　

本
稿
で
述
べ
た
碑
石
・
銅
像
の
建
設
運
動
と
い
う
顕
彰
行
為
の
直
接
的
な
契

機
は
、
明
治
四
二
年
九
月
の
従
四
位
へ
の
追
贈
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
契

機
に
す
ぐ
に
顕
彰
行
為
へ
と
対
応
で
き
る
歴
史
意
識
が
旧
藩
士
族
の
な
か
に
共

有
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が

社
会
的
な
意
義
を
担
い
う
る
に
は
、
近
世
末
か
ら
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
が
あ

る
程
度
広
範
に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
＊
２
４

。

　

ま
た
、
人
び
と
の
歴
史
へ
の
関
心
は
、
実
録
物
や
小
説
と
い
っ
た
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
も
大
衆
社
会
へ
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
「
日
本
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
」
、
い
わ
ば
共
有
さ
れ
た
歴
史
知

識
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
＊
２
５

。
特
に
元
禄
時
代
の
赤
穂
事
件
と
「
忠

臣
蔵
」
の
物
語
は
、
歌
舞
伎
・
演
劇
、
実
録
物
・
小
説
・
文
芸
評
論
、
講
談
・

浪
曲
、
映
画
な
ど
の
文
芸
作
品
や
、
歴
史
書
、
教
科
書
、
史
伝
、
史
論
な
ど
に

よ
っ
て
、
多
様
な
「
忠
臣
蔵
」
幻
想
を
生
み
出
し
た
＊
２
６

。
本
多
政
均
暗
殺
事

件
と
仇
討
ち
も
ま
た
、
実
録
物
『
加
賀
近
江
三
所
ノ
讐
討
』
で
は
「
元
禄
の
浅

野
候
の
如
き
」
と
、
「
本
多
政
均
君
紀
念
物
建
設
主
意
」
で
は
「
恰
も
赤
穂
義

士
に
類
す
る
感
あ
り
」
と
、
赤
穂
事
件
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
明
治
二
九
年
八
月
一
六
日
に
富
山
県
士
族
の
相
浦
忠
篤
が
記
し
た

「
故
本
多
弥
一
君
外
十
一
義
士
忠
魂
文
」
＊
２
７

で
は
「
四
十
七
士
世
知
是
。
誰

知
更
有
十
二
士
。
」
と
、
赤
穂
四
十
七
士
は
世
間
の
人
び
と
は
み
な
知
っ
て
い

る
が
、
こ
の
一
二
士
に
つ
い
て
知
る
人
は
い
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
本
多
家
十
二
義
士
五
十
年
祭
典
趣
意
」
に
お
い
て
も
、

赤
穂
の
義
人
は
、
天
下
万
衆
の
称
す
る
と
こ
ろ
な
り
、
皆
曰
く
、
そ
の

忠
烈
は
以
て
人
心
を
感
奮
し
、
そ
の
節
義
は
以
て
世
道
を
張
維
す
る
に

足
れ
り
と
、
然
れ
ど
も
四
十
七
士
そ
の
力
を
戮
せ
て
一
人
の
宿
仇
を
斃

し
、
以
て
僅
に
亡
君
の
た
め
に
そ
の
私
怨
を
報
復
し
た
る
に
過
ぎ
ず
、

十
二
士
は
則
ち
然
ら
ず
、
三
人
を
斃
し
て
、
故
主
の
讐
を
報
じ
、
不
遜

の
徒
を
し
て
朝
旨
の
軽
ん
ず
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
覚
ら
し
め
、
不
臣

の
輩
を
し
て
君
徳
の
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
知
ら
し
め
日
本
国
民
と

し
て
維
新
の
宏
謨
に
副
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
舊
藩
民
に
教
訓
し

た
る
な
り
、
そ、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
忠
烈
、
何
ぞ
必
ず
し
も
赤
穂
義
人
の
下
に
あ
ら
ん
や
、

而
し
て
彼
は
二
百
年
の
後
に
至
る
ま
で
歎
称
せ
ら
れ
、
泉
岳
寺
畔
香
火

常
に
絶
え
ざ
る
に
反
し
、
此
は
纔
に
五
十
年
に
し
て
、
殆
ど
世
人
に
忘

れ
ら
れ
、
東
香
山
頭
露
冷
か
に
草
滋
げ
し
、
彼
は
明
顔
、
此
は
幽
晦
、

吾
等
ま
た
言
ふ
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
る
な
り
（
傍
点
は
原
文
マ
マ
）
＊
２
８

と
、
赤
穂
四
十
七
士
は
そ
の
力
を
合
わ
せ
て
一
人
の
宿
敵
を
倒
し
、
亡
き
主
君

の
た
め
に
私
憤
を
報
復
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
一
二
士
は
三
人
を
倒
し
て
主
君

の
仇
を
討
つ
と
同
時
に
、
朝
旨
（
朝
廷
の
意
向
）
を
軽
ん
じ
な
い
こ
と
、
君
徳

を
包
み
隠
す
こ
と
が
な
い
こ
と
を
世
間
に
知
ら
し
め
、
日
本
国
民
と
し
て
維
新

の
宏
謨
に
付
き
従
わ
せ
る
た
め
の
教
訓
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
忠
烈
は
ど
う
し

て
赤
穂
義
人
の
下
で
あ
ろ
う
か
。
四
十
七
士
は
二
〇
〇
年
経
っ
て
も
嘆
称
さ
れ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
二
士
は
五
〇
年
に
し
て
世
間
の
人
び
と
に
す
っ
か
り
忘

れ
ら
れ
て
い
る
と
嘆
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
人
び
と
（
旧
藩
士
族
）
は
、
本
多
弥
一
ら
一
二
名
の
仇

討
ち
を
赤
穂
事
件
に
重
ね
合
わ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
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あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
赤
穂
四
十
七
士
の
集
団
的
な
夜
討
ち
を
「
義
挙
」
と
思
い
、

彼
ら
を
「
忠
臣
・
義
士
」
と
し
て
称
え
続
け
て
き
た
人
び
と
の
「
共
同
幻
想
」

が
前
提
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
逆
に
、
本
多
弥
一
ら
一
二
名

の
仇
討
ち
を
赤
穂
事
件
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
近
代
国
家
に
お
け
る
「
赤
穂

事
件
」
像
の
再
編
・
整
理
の
か
た
ち
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
「
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
＝
義
士
の
物
語
」
と
い
う
「
歴

史
的
記
憶
」
が
再
編
・
整
理
を
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
や
が
て
そ
れ
が
「
歴

史
」
（
史
実
）
と
混
同
さ
れ
て
人
び
と
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
「
義
士
の
物
語
」
像
の
独
り
歩
き
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
て
創
ら
れ
た
物
語
も
ま
た
、
「
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
」
像
の

ひ
と
つ
の
か
た
ち
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
当
時
の
社
会
に
広
く
受
容
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
の
歴
史
的
な
意
味
と
は
な
に
か
。

　

過
去
の
「
事
実
」
と
「
受
容
さ
れ
る
虚
構
」
と
の
あ
い
だ
の
意
味
を
考
え
る

こ
と
は
、
そ
れ
を
受
容
し
た
人
び
と
の
歴
史
認
識
・
歴
史
意
識
を
あ
き
ら
か
に

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

佐藤：記憶のかたち13



＊
１　

松
本
清
張
「
明
治
忠
臣
蔵
譚
」
（
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
五
六
年
一
月
）
、

中
村
彰
彦
『
明
治
忠
臣
蔵
』
（
双
葉
社
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
角
川
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）

＊
２　

筆
者
が
「
歴
史
的
記
憶
」
を
扱
っ
た
論
文
に
、「
歴
史
・
実
録
・
講
談
―
「
越
後
騒
動
物
」

の
変
遷
―
」
（
『
歴
史
評
論
』
第
六
九
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）
、
「
御
家
騒
動
の
構
図
―
歴
史
・

記
憶
・
メ
デ
ィ
ア
―
」
（
『
江
戸
文
学
』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）
、
「
お
由
羅
騒
動
と
い
う

記
憶
」
（
大
石
学
編
『
時
代
考
証
の
窓
か
ら
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

＊
３　

同
様
の
史
料
と
し
て
、
明
治
七
年
山
口
直
忠
の
序
文
を
も
つ
『
加
賀
近
江
三
州
ノ
讐
討
』

が
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
本
多
政
均
関
係
文
書
の
な
か
に
存
在
す
る
。
本
稿
で
の
引
用

は
同
史
料
に
よ
る
。

＊
４　

目
次
を
示
す
と
以
下
の
通
り
。
「
讐
討
発
端
之
事
／
本
多
候
横
死
之
事
／
本
多
氏
家
中
騒

動
之
事
／
本
多
資
松
殿
相
続
之
事
／
井
口
・
山
辺
ノ
両
人
囚
獄
所
へ
引
渡
サ
ル
事
／
多
賀
堅

三
郎
等
囚
獄
入
之
事
／
金
澤
士
族
一
統
へ
御
親
翰
ノ
事
／
本
多
氏
ノ
家
来
共
井
口
・
山
辺
両

人
ヲ
詮
議
ノ
上
貰
請
度
願
書
之
事
／
右
度
々
強
願
ニ
付
大
参
事
ヨ
リ
被　

仰
渡
ノ
事
／
知
事

公
御
前
へ
本
多
弥
市
・
矢
野
策
平
両
人
ヲ
召
ル
ヽ
事
／
井
口
・
山
辺
ノ
両
人
屠
腹
附
り
本
多

ノ
家
臣
寄
合
ヲ
党
与
ノ
者
ヲ
討
ン
ト
策
ル
事
／
上
田
一
二
三
・
矢
野
方
へ
来
り
一
味
同
心
ヲ

願
事
／
多
賀
・
岡
野
追
討
評
議
ノ
事
附
リ
吉
見
亥
三
郎
金
鉄
ノ
同
士
ト
ナ
ル
事
／
多
賀
他
国

江
出
立
之
事
／
仇
討
ノ
議
論
ヲ
決
シ
討
手
々
配
之
事
／
討
手
ノ
手
配
リ
決
ス
附
送
別
ノ
吟
ア

リ
／
越
前
福
井
ヨ
リ
飛
脚
到
着
之
事
／
仇
討
之
節
懐
中
ニ
テ
指
出
ス
書
面
ノ
事
／
岡
野
悌
五

郎
ヲ
討
取
事
／
菅
野
輔
吉
ヲ
討
取
事
／
矢
野
等
七
人
県
庁
江
自
訴
ス
ル
事
／
芝
木
・
藤
江
ノ

両
人
江
州
ニ
多
賀
ヲ
追
行
附
冬
ノ
通
行
長
濱
記
／
右
ノ
中
ニ
多
賀
ヲ
討
ツ
事
／
同
多
賀
同
道

人
草
薙
等
江
仇
打
ノ
旨
届
ル
事
／
同
彦
根
県
へ
届
出
ル
事
／
同
彦
根
県
役
人
来
ル
事
／
同
草

薙
等
ヨ
リ
両
人
ヲ
受
取
事
／
同
同
県
ヨ
リ
勤
番
人
ヲ
付
ル
事
／
同
発
句
等
数
句
有
リ
／
嶋

田
・
上
田
・
石
黒
ヲ
討
ン
ト
計
ル
事
／
浅
井
弘
五
郎
出
立
ノ
節
箪
笥
之
内
ニ
残
ス
養
父
江
ノ

文
書
／
安
楽
軒
之
記
／
浅
井
ノ
養
父
夢
物
語
之
事
／
仇
討
門
出
ノ
時
ノ
歌
／
辞
世
ノ
歌
数
首

／
追
討
詩
歌
／
拾
二
士
墓
所
附
戒
名
之
事
」
。

＊
５　

『
史
談
会
速
記
録
』
（
合
本
一
〇
・
一
二
、
原
書
房
、
一
九
七
二
年
）
。
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）
～
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
ま
で
四
一
一
冊
を
刊
行
。
史
談
会
は
明
治

二
二
年
に
前
年
の
宮
内
省
の
下
命
に
応
じ
、
旧
雄
藩
大
名
家
と
三
条
・
岩
倉
家
伝
記
編
輯
員

に
よ
っ
て
発
足
し
、
幕
末
維
新
期
の
事
績
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

＊
６　

今
田
洋
三
『
江
戸
の
禁
書
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
。

＊
７　

前
田
土
佐
守
家
文
書
・
学
芸
九
三
四
・
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
所
蔵
。

＊
８　

「
贈
従
四
位
本
多
政
均
君
事
蹟
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所

蔵
。

＊
９　

「
明
治
四
十
二
年
碑
石
建
設
ノ
主
意
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文

庫
所
蔵
。

＊
１
０　

「
政
均
公
御
事
蹟
書
配
布
関
係
書
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文

庫
所
蔵
。

＊
１
１　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
１
２　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
１
３　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
１
４　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
１
５　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
１
６　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
１
７　

「
本
多
政
均
君
記
念
物
建
設
費
寄
附
金
芳
名
録
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図

書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
１
８　

「
故
本
多
政
均
銅
像
建
設
願
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所

蔵
。

＊
１
９　

「
碑
石
建
設
を
銅
像
建
設
に
変
更
す
る
旨
案
内
ハ
ガ
キ
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川

県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
２
０　

「
除
幕
式
収
支
決
算
書
御
印
刷
物
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文

庫
所
蔵
。

＊
２
１　

「
除
幕
式
収
支
決
算
書
御
印
刷
物
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文

庫
所
蔵
。

＊
２
２　

「
本
多
家
十
二
義
士
五
十
年
祭
典
趣
意
」
本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特

殊
文
庫
所
蔵
。

＊
２
３　

園
田
英
弘
・
濱
名
篤
・
廣
田
照
幸
『
士
族
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
』
（
名
古
屋
大
学
出

版
会
、
一
九
九
五
年
）
。

＊
２
４　

羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
、
矢
野
敬
一
『
慰
霊
・

追
悼
・
顕
彰
の
近
代
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
。

＊
２
５　

兵
藤
裕
己
『
〈
声
〉
の
国
民
国
家
・
日
本
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

＊
２
６　

宮
澤
誠
一
『
近
代
日
本
と
「
忠
臣
蔵
」
幻
想
』
（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
。

＊
２
７　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。

＊
２
８　

本
多
政
均
関
係
文
書
・
石
川
県
立
図
書
館
特
殊
文
庫
所
蔵
。
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